
 

 

 

 

 

 

子どもたちの学びの保障のために（学習における力点） 

 

先日の授業参観、ＰＴＡ総会等に、お忙しいなかお越しくださりありがとうございました。今回は午 

前中をすべて授業参観とし、保護者の方に自由に参観していただきまし 

た。学校で学習に取り組んでいるお子様の様子を見ていただきましたが、 

いかがでしたか。家庭とは少し様子が違う子どもがいたかもしれません 

が、子どもたちは色々な場で色々な表情を見せるものです。どれも子ど 

もの有りのままの姿として、これからもしっかり向き合っていくことを 

大切にしなければならないと思っています。 

 さて、現在、子どもたちの学習態度は大変落ち着いており、どの授業 

においても一生懸命に取り組めていますが、昨年度の生徒及び保護者ア 

ンケートの結果を踏まえ、子どもたちに「できる」「分かる」等の実感を伴う、確実な学びを保障する

ため、今年度は学習指導における力点を以下のように設定しています。 

（１）授業参観を、ＰＴＡ総会及び入学説明会の午前中に自由参観の形で年２回実施します。  

（２）三観地区の各教科の研究主題に基づいた具体的な方策を各教科で検討し、年間を通して研究を進

めます。 

（３）学習マナー５ヶ条と教師の心得１０ヶ条の徹底を図ります。 

（４）「生徒の好奇心が、『できた』『やった』『もっと知りたい』『もっと考えたい』『次は〇〇に

ついて考えたい』『やってみたい』という探究心や自信へと変わるような学び」を深い学びと捉え、

仁尾中授業デザインを活用しながら授業研究を進めます。具体的には以下の４点です。 

  ・魅力的な学習課題（例：内容目標【なぜ○○なのだろうか？】）の設定 

  ・主体的に学び合えるような対話（自己・他者・全体・過去の自分との対話の４つ）の在り方 

  ・タブレットの活用における「個別最適な学び」 

  ・視点を明確にした振り返りと教師によるまとめ 

授業参観の折には、ぜひ上記のような視点で子どもたちや先生方の様子をご覧いただければ幸いです。 

さて、ＧＷ後は修学旅行、宿泊学習、中間テストと超過密スケジュールなため、４月の保健体育の授業

からすでに運動会練習が始まっています。生徒会が掲げた今年度のテーマは、「『信』 一戦必笑 ～

魅せろ仁尾魂～」です。運動会は全校生で作りあげる１学期最大の行事です。生徒会目標にもあるよう

に、「自ら考えて行動し、生徒一人ひとりが自分の可能性を信じ、なかまを信頼して活力ある仁尾中学

校を作っていこう。様々な活動への積極的な参加を通して、地域から信用されるような中学校をめざそ

う」をぜひ実現してほしいと思っています。さらに、今回子どもたちにぜひ意識して頑張ってほしいこ

とは「共創」です。共に競い合える「競争」にも大事な価値がありますが、それを超えて、１つの学校

行事を共に創りあげることを、共通目標として頑張ってくれることも期待しています。 
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４／２２（月）の生徒会朝 

礼で、生徒会役員が「仁尾中 

学習マナー５ヶ条」の内容確 

認を行いました。これまでの 

ものから半分に減らすにあた 

り、自分たちができていない 

ことを残したという説明があ 

りました。掲示するだけでは 

できるようにはならないので、先生方と協力し、良い

習慣として確実に身に付けてください。 

 

 
４／１８（木）に２年生が 

校外学習で蔦島に行きました。 

蔦島到着後はスタンプラリー 

をして、クラスの団結力を高 

めるとともに、昼食後には地 

域貢献活動として海岸の清掃 

を行いました。久しぶりの蔦島清掃でしたが、海岸に

落ちているゴミがあまりに多いことにびっくりした

ようです。本校は、今年度このような地域貢献活動を、

最低１０回行うことを目標にしています。 

 

 

 

豊かな心 確かな学力 


